
(1)2012年 9月 『産 奥 会 』 通 信

ま
す
始
め
に
、

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
の
大
震
災
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
、

今
な
お
、

被
害
の
大
き
さ
を
物
語
る
大
き
な
爪
痕
が
残

っ
た

ま
ま
に
な

っ
て
お
り
、

復
旧
復
興
が
遅
れ
て
い
る

地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
。

国
や
県
の
政
策
が
遅
れ

て
い
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
し
、

代
替
用
地
の
検

討
確
保
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

い
ろ
い
ろ
物
議
を
言

っ
て
も
、

仮
設

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方
々
の
環
境
は
去
年
よ
り

劇
的
に
変
化
が
あ

っ
た
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

所
々
に
は
、

仮
設
の
店
舗
や
飲
食

店
横
町
等
、

衣
食
に
関
し
て
の
不
便
さ
は
解
消
し

つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「住
」
に
関
し
て
は
仮

設
住
宅
に
不
満
不
便
を
し
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど

だ
と
思
い
ま
す
。

何
年
後
か
に
は
完
全
に
仮
設
住

宅
も
姿
を
消
す
事
に
な
り
ま
す
。

い
ち
早
く
、

普

通
の
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
前
号
に
お
い
て
、

我
が
母
校
の
基
本
理
念

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、

今
後
の
復
旧
復
興

ヘ

の
道
の
り
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
最
も
重
宝
さ
れ

る
人
材
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
な
り
得
る
こ
と
と
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

―

基
本
理
念

「も
の
づ
く
り
産
業
の
高
度
化
、

高
付
加
価
値
化
に
対
応
で
き
る
高
度
な
知
識
及
び

技
能
を
兼
ね
備
え
た
実
践
技
術
者
を
育
成
し
、

就

議
勝
る
磁
騒
の
変
磁

昌

長

菊

池

正

紀

業
を
通
し
て
本
県
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
」

―

ま
だ
ま
だ
続
く
復
旧
復
興
に
は
、

私
達
同
窓
会

員
の
多
く
の
仲
間
も
携
わ

っ
て
お
り
、

現
地
で
の

再
会

，
交
流
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

復
興
と
い
う
大
き
な
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
中
の
小
さ
な
プ
ロ
セ
ス
が
私
達
が
活

躍
す
べ
き
ス
テ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、

同
窓
会
で
は

「産
奥
会
通
信
」
の
発
行

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年
度
は
同
窓
会
名
簿
の
発
行

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
情
報
交
換
や

母
校
と
の
連
携
を
始
め
ク
ラ
ス
単
位

・
科
単
位
の

交
流
等
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成

２６
年
度
に
は
水
沢
校
開
校
１０
周
年
が
控
え
て
お
り
、

同
窓
会
と
し
て
記
念
事
業

へ
の
支
援
な
ど
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
事
業
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
の
で
、

同
窓
会
活
動

へ
の
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

三
次
元
醒
標
測
定
機

Ｄ
ｕ
ｒ
ａ
Ｍ
ａ
ｘ

生
産
技
術
科
で
今
年
度
更
新
と
な
っ
た
三
次
元

座
標
測
定
機
を
紹
介
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
、

カ
ー
ル
ツ
ア
イ
ス
社
の
新
型
Ｃ
Ｎ
Ｃ

三
次
元
測
定
機
Ｄ
ｕ
ｒ
ａ
Ｍ
ａ
ｘ
で
、

生
産
現
場

設
置
式
の
測
定
機
で
操
作
も
比
較
的
簡
単
で
す
。

東
北
で
は
初
の
導
入
に
な
り
ま
す
。

最
大
測
定
範
囲
は
三
次
元
Ｘ

・
Ｙ
　
Ｚ
軸
各
５

０
０
ｍｍ
、

最
大
ワ
ー
ク
質
量
１
０
０
に
、

本
体
寸

法
は
奥
行
―
１
４
０
ｍｍ
、

幅
１
０
８
０
ｍｍ
、

高
さ

１
８
１
０
ｍｍ
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
ボ
デ
ィ
が
特

徴
で
す
。
１
０
０
Ｖ
電
源
―
本
で
動
作
し
、

従
来

の
三
次
元
測
定
機
に
必
要
だ
っ
た
安
定
測
定
用
工

ア
供
給
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
不
要
な
た
め
、
Ｃ

０
２

削
減
に
よ
り
省
エ
ネ
で
環
境
に
も
や
さ
し
い

測
定
機
で
す
。

測
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
比
類
の
な

い
操
作
性
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｙ

Ｐ
Ｓ
Ｏ

（カ
リ
プ
ソ
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

実
習
で
は
、

製
品
の
実
測
値
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
設
計

デ
ー
タ
を
比
較
し
、

設
計

・
製
作
段
階
で
の
寸
法

差
の
問
題
検

討
な
ど
、

よ

り
実
践
的
に

学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。(測定結果例)
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産
奥
会
の
会
員
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、

学
校
運
営

に
こ
協
力
こ
支
援
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

産
業
技
術
短
期
大
学
校
水
沢
校
で
は
、

本
年
３
月

に
七
回
生
が
卒
業
し
、

前
身
の
高
度
技
術
専
門
学
院

か
ら
数
え
て
の
水
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
の
卒
業
生

は
千
四
百
人
を
超
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

県
内
企
業

へ
の
就
職
は
６
割
か
ら
７
割
で
推
移
し

て
い
ま
す
の
で
、

約
千
人
が
県
内
工
業
界
の
中
堅
若

手
社
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

当
校
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
推
進
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
普
及

実
践
、

東
北
地
方
に
お
け
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー

プ
の
生
産
拠
点
化
な
ど
、

社
会
情
勢
の
変
化
は
著
し

く
な

っ
て
お
り
、

職
業
能
力
開
発
施
設
と
し
て
も
新

た
な
視
点
で
の
教
育
訓
線
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

最
近
の
水
沢
校
の
対
応
を
こ
紹
介
し
ま
す
と
、

今

年
度
、

人
材
育
成
の
あ
り
方
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、

総
合
的
見
直
し
を
す
る
た
め
の
校
内
検
討
委
員
会
∧

事
務
局
は
矢
巾
本
校
∨
を
、

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

現
在
、

検
討
チ
ー
ム
で
現
状
分
析
と
情
報

収
集
調
査
を
行
い
、

課
題
の
摘
出
な
ど
の
議
論
を
開

始
し
て
お
り
、

来
年
度
末
に
素
案
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
に
対
応
し
た
も
の
と
し

て
は
、

ア
ジ
ア
市
場
の
急
速
な
拡
大
を
考
慮
し
、

昨

年
度
ま
で
∃
―
ロ
ッ
パ
で
実
施
し
て
い
た
海
外
研
修

を
、

今
年
度
は
中
国
∧
上
海
∨
で
行
な
う
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

学
生
の
職
業
意
識
を
高
め
る
た
め
、

昨
年

度
、

職
業
社
会
論
の
見
直
し
を
行
い
、

実
際
の
就
職

戦
線
を
踏
ま
え
た
求
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
作
文
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
す

し
、　

一
方
で
は
、

社
会
貢
献

へ
の
関
心
を
持
た
せ
る

た
め
、

沿
岸
の
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
と

っ
て
は
、

現
場
実
践
力
を
体
得
す
る
た

め
の
技
能
検
定
や
資
格
試
験
が
あ
る
中
で
、

新
た
な

教
育
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
り
、

学
校
生
活
は
多
様
化
し

時
間
的
に
や
や
厳
し
い
も
の
と
な
る
わ
け
で
す
が
、

平
成
劉
年
度
に
作
ら
れ
た
学
生
歌
の
題
名
ど
お
り
、

「精
進
」
を
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、

水
沢
校
の
対
外
的
業
務
と
し
て
、

八

□
―
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
々
の

教
育
訓
線
を
職
業
訓
練
協
会
等
に
委
託
し
て
行
う
業

務
∧
委
託
訓
練
∨
が
、

今
年
度
か
ら
矢
巾
本
校
か
ら

一
部
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
託
訓
練
の
対
象
と

な
る
地
域
は
、

奥
州
、　

一
関
、

大
船
渡
の
八
□
―

ワ
ー
ク
管
内
と
な

っ
て
お
り
、

職
業
能
力
開
発
施
設

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
、

毎
年
、

寄
贈
品
を
い
た
だ

き
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、

会
員
皆
様
方
自
身
の
情
報
交
換
や

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
大
切
に
な

っ
て
お
り
、

ベ
ー
ス
と
な
る
同
窓
会
員
名
簿
を
、

本
年
度
内
に
発

行
す
る
方
向
で
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

当
水
沢
校
の
充
実
に
向

け
、

こ
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
皆
様
方
の
益
々
の
こ
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

１０
月

‘
同
窓
会
報

『産
奥
会
』

通
信
第

３
号
発
行

産
奥
会

か
ら
母
校

へ
学
生
活
動

の
支
援

品

（大

型

テ

ン
ト

一
式
）
を
贈

呈

・
公

開
講
座

「次
世
代

エ
ネ
ル
ギ

ー
デ
バ

イ

ス
」

（馬
場
校

長
特
別
講
演
）

の
開
催

――
月

震
災
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

（大
船
渡
市

に

て
生

産
技
術
科

２
学
年
他
）

推
薦

入
学
試
験
第

Ｅ
期

の
実
施

（水
沢
校
　
矢

巾
校

）

・
震
災
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動

（奥
州
市

に

て
建

築

設
備
科

１
　

２
学
年
他

）

‐２
月

海
外

研
修

（
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

）
の
実
施

（―
学
年

）

震
災
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

（陸

前
高

国
市

に

て

電
気
技
術
科

１
　

２
学
年
他

）

！
―
月

ヽ
い
わ

て
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス

（
―
学
年
）

３
月

，
平
成

鶴
年
度
卒
業
式

（
７
期
生

７０
名
▼

卒
業
を

押
控
つ
△
蚕

名

産
奥
会
』

同
窓
会

平
成

拠

郷
年
度
期
第

２
回

臨
時

総
会

の
開
催

平
成

２４
年
度

４
月

・
平
成

泌
年
度

入
学
式

（新

入
生

Ｗ
名
）

い
わ

て
就
職
画
接
会

Ｉ

（
２
学
年

）

！５
月

‘
ク

ラ

ス

マ

ッ
チ
の
開
催

（総
合
優
勝

建
築
設
備

科

２
年

）

６
月

。
い
わ

て
就
職
画
接
会

Ⅱ

（
２
学
年
）

。
キ

ャ
ン
パ

ス
見
学
会

の
開
催

（高
校
生
等
）

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

（陸

前
高

田
市

に
て
電
気

技
術
科

１
　

２
年
他

）

！７
月

ヽ
キ

ャ
ン
パ

ス
説
明
会

の
開
催

（高
校
生
等
）

８
月

二

産
奥
会
』

同
窓
会
平
成

勢
年

西
年
度
期
第

―

回
役

員
会

の
開
催

・
企

業

実

習

（イ

ン
タ

ー

ン

シ

ツ
プ
）
の
実

施

（
―
学
年

）

！９

月
推

薦

入

学

試

験

の
実

施

（水

沢

校

第

Ｉ
期

）

平
成
郷
年
――
月
郷
国
勤
労
感
謝
の
国
、

奥
州
市

内
で

「大
空
か
ら
サ
ン
タ
が
降
り
て
き
た
！
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、

被
災
し
た
陸
前
高
田
市
と
地
元
奥
州
市
の

小
学
生
を
対
象
に
様
々
な
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど

を
通
し
て
夢
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。

水
沢
校
の
楽
園
祭
の
も
の
づ
く
リ
コ
ー
ナ
ー

を
見
た
水
沢
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
依

頼
で
し
た
。

そ
こ
で
、

学
生
と
職
員
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、

建
築
設
備
科
ら
し
く
塩
ビ
管
を
加

工
し
た
水
鉄
砲
作
り
、

熱
で
収
縮
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
板
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、

そ
し
て
花
屋

の
指
導
を
受
け
挑
戦
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
作
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
よ
り
夢
作
り
の
お
手
伝

い
。

被
災
地
の
小
学
生
が
夢
を
持

っ
て
進
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

（建
築
設
備
科
）

H23年 11月]日
生産技術科 2年
大船渡市須崎地区に
てガレキ撤去 恨」湛
の泥上|ザ作業
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近況報告
震災から約 1年半経過しましたが、被災されました皆様に|よ心から

お見舞い申し上げます。

高度技術専門学院を卒業して18年が経ちますが、本当に月日が経つ事の早さを感じます。

学院では情報システム科において情報処理を学び、新卒で現在の会社へ入社しましたが、当時、パ

ソコン|よ今ほど普及しておらす、専門性が高く取り扱いに注意が必要なものでした。今ではOSや ソ

フトウェア ・八― ドウェアの進化により扱しヽやすく便利なものとなり、企業 ・自治体に至つては一人
1台まで書」り当てられ、個人では複数所有してしヽる事も珍しくありません。

入社して半年ほど経過した頃、Windows95の 発売によつて学院や就職してから学んだことが首い

ものとなつた時、この進化の早さに不安を抱き失敗した事もありました。

在学中はプログラマーを目指しておりましたが、現在は営業職を担当してしヽます。大きな会社と違
い一人何役もこなす必要がありますが、その分お客様との繋がりや仕事のやりがいも大きしヽと感じて

しヽます。入社時と比ベビジネスモデルが大きく変化し、音のやり方のままで|よ成り立たなしヽところも

あり、技術の進化と市場の変化を学び挑戦する国々が続いてしヽます。

今思えば、学院で1よ2年という短しヽ間でしたが、現在の仕事の基礎を支える重要な部分を創る大事

な時期だつたと改めて思います。

在学生の皆さんに|よ失敗を恐れす前向きに取り組み、人生の先輩である先生方の助言に耳を傾|ナ、

自分の進む先を見据えて学校生活をお過こし下さしヽ。

1近 況報告
ます始めに、一連の震災で被災された方々に心からお見舞しヽ申し上|ザます。

私は、地元岩手を離れ県外の会社に勤めてしヽます。入社して早6年 が経過しました。

ここまで大きな成長はあまり無しヽと思しヽますが、無事に日々を過こしてしヽます。

現在、勤務する会社の内容としては、京葉地区の石油コンビナー ト 製 鉄所を主に、建設工事、装

置 設 備の定期的修繕工事など配管工事を中心に請負い、施工管理をしています。

入社して3年ほど|よ、監督さんの下で毎日のようにどやされながら走り回つていました。

お蔭で、最近|よ大規模な工事で|よありませんが、会社の方や協力事業者の方々のこ協力もありなが

ら、一人で実件を任せてもらえるようになりました。

業務内容が、現場での施工から事務所での図画作成、工程管理、お客様や協力業者との対応など幅

広いため、産技短で学んだこと、その際にお世話になつた先生方や2年間共に学んだ友人との時間が、

今の私にとつて大きな財産となつていることを実感しています。皆さんも、そういつた知識やコミュ

ニケーシ∃ンを活かして、活躍して頂きたしヽと思います。

最後に、これからの同窓会の発展と同窓生の皆さんのこ健康をお祈りして私からの近況報告を終わ

ります。

社会人になつて
社会人になり、数箇月が過ざました。会社の仕事や雰囲気にも慣れてきました。取引先の企業への

出張も多く、忙しい日々を送つてしヽます。

私が入社した企業で|よ、産技短で学んだ知識を活かす場面は多くありません。しかし、産技短で学

んだことはムダに|よならないと感じてしヽます。学んだこと|よ、自分の自

信になり糧となるからです。

学生の頃、私はあまり成績が良くありませんでした。震災の影響もあ

り、就職先が見つかるかとても不安でした。そんな中、現在の企業に就

職出来たことをとても幸いだと思い、仕事に励んでいます。

これから就職活動を行う後輩の皆さんにも、自分がやりがいを感じる

仕事に就しヽて欲ししヽと思つています。

朕電動鞭吃勝
皆様、お元気ですか。あの大震災から1年半程になりますが、しヽかがお過こしでしょうか。震災復

興に励まれている皆様の姿が目に浮かびます。
さて、水沢校の近況ですが、この原稿を書しヽたの1よ梅雨明け頃の蒸し暑いフ月26日 (木)で す。

学生は夏休みに入りましたが、第二種電気工事士の技能試験がア月29(国 )に ありますので、今日
|よ電気技術科]年生の半数以上が自主的に学校に来て練習してしヽます。そして、夏休みが明けると、
インターンシップ、期末試験(楽 園祭、海外研修、産技短展、   ・ と楽しみなイベント等が目白押
しです。
そんな中、私が就職やインターンシップ等の関係で企業訪問した際に、卒業生の皆様のこ活躍をそ

の会社の方から聞くことがたびたびあります。その際に具体的な事例を挙げて褒められることもあり
ますので、お世辞で|よなくて本当にその会社の要になっているのだと実感しております。

ところで、皆様の多くが就職試験を受けた際の志望動機の中に、 「人の役に立ちたしヽ」とか 「社会

貢献したい」等の旨のキーワー ドが少なからす入つていたので|よなしヽでしょうか。多くの皆様の就職
先は、東日本大震災からの復興に通じるライフラインに深く関わる分野であることからも、その初心
を生涯忘れすに仕事に励んでいただきたしヽと思います。
金石市出身の私としましても、東日本大震災からの復興は、まだまだだと感じております。働き盛

りの皆様の力が期待されています。
産技短のホームページも、時々でよろししヽですのでチェックしてしヽただきまして、近くまでお越し

の際に|よ遊びにお寄りくださり、皆様の近況も教えてしヽただければ幸しヽです。

それでは、皆様のますますのこ健勝とこ多幸をお祈りいたします 。
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圏平成23年度卒業生の状況 (人)

科  名 卒業者数
就 職
希望者

就職者
率
内職

峡
就

う
就 職 先 等

生産技術科 26 26 24
9 2 3 0 / O

( 7 6 9 0 / 0 )ンヽ運熙ン度枇ン
電気技術科 23 23 23

] 0 0 C 1 0 / 0

(3①40/0) 晶雪旨]音暑暑晶;母骨暑早見晶母と'テ1督ち貫督宮ど借吊ユ尋予:岳D:畠日、
建築設備科 2 ] 20 20

] O C 1  0 0 / O

( 6 0 0 0 / 0 )
秒安畔益藁請磐設冒業発本番饗業品r爾菖設備働

、第一設備工業側、lltlダイデンテク

穐壬薬蕎押岩撃金崇諾iすぎヌぞ言所喜テ母夢ラ縁Ⅲ雪畳魯重書堅溢景言履遷豊蒲望

計 フ① 69 6フ
9 7 ] 0 / 0

( 5 6 5 0 / 0 )
進学者]名 (東北職業能力開発大学校応用課程)

臨平成24年度入学生の状況 (人)

科  名 定 員 応募者 合格者 入学者

生産技術科 20 20 23 ] フ

電気技術科 20 25 21 2]

建築設備科 20 25 20 1 9

計 60 70 64 5フ

※応募者数は第1志望者のみ。合格者数|よ第2志 望を含む。

顕出身地別入学者数 (人)

岩手県広域振興局 平成23年 度 平成24年 度

県央盛岡地区 (本局) ]] ] 4

県
南

花巻地区 4 フ

遠野地区 l ]

北上地区 4 9

奥州地区 (県南本局) ] 8 15

―関地区 ] ① 3

沿
序

大船渡地区 4 2

釜石地区 (沿岸本局) 2 2

宮古地区 1 2

県
北

久慈地区 (県北本局) 1 ]

二戸地区 2 ]

岩 手 県 外 2

計 60 5フ

産業授術短期大      情 報

建築設備科 (県教育委員会へ)
建築設備科 (二戸高等技術専門校へ)

【転 入 】
・中 村    武   建 築設備科 (工戸高等技術専門校から)
佐 藤  雅  彦   建 築設備科 (県教育委員会か〕

【新設部署】
職業能力開発担当 (事務局)

編‐隼1後‐記
『産奥会』会員の皆様におかれましては、益々こ清来のこととお喜び申し上

げます。
さて、今回で第4号となった産奥会通信はしヽかがでしたでしょうか。
編集委員会で|よ、発行にあたり、同窓生の方々の活躍を|よじめとした近況

報告などを紹介していますが、寄稿者がなかなか見つからなしヽ状況になって
います。
次号に向け、寄稿をしたい方、こ希望やこ意見のある方|よ、編集部までこ連

絡頂ければ幸いです。
最後に、同窓生の皆さまのこ健康とこ活躍をお祈りし、締めとさせてしヽただ

きます。                 編 集委員長 高  橋   充

鶴議欝鶏覇欝鶴螢(活年空)
昨年度までヨーロッパで実施 してきた海外研修ですが、日本からの多くの企業が進出し、グローバル化が

進むアジア最大市場である中国 (上海)に りニューアルすることになりました。
鶴騒 襲髄 掬 髄幾鑽 畿

離職者等の職業能力開発の推進を図るため、事務局内に職業能力開発担当を新設しました。離職者等再就
職訓線事業、日本版デュアルシステム訓練事業、及び母子家庭の母等職業的自立促進事業を行しヽます。

議髄 議鐘 磁 醸
平成25年 度から産業技術短期大学校 (水沢校 矢 巾校)で 開議している授業科目の一部を聴講することが

できます。開議は、前期|よ4月 、後期は10月 で、募集B寺期はそれぞれ2月 とフ月となります。詳しくは、 『産
技短』ホームページ内 [平成25年 度聴講生]を 参照してくださしヽ。 ね 電な幹://鞭鞭翻“,輔翻転簿―:竜嬢Q頓ゃノ

払ね
た仰

栄
和

出
井
本

臨
石
藤

楽園祭?012の お畑らせ

平成24年 9月 29日 (土)・30日 (日)
10:00～ 16:00

・餅まき (午前 ・午後)
・ものづくり教室
・おもちゃ病院
・電動自動三輪 エ コランカーデモ走行
・農業大学校野菜販売 (29国 )
・電気自動車試乗会 (30国 )
岩谷堂高校鹿踊 (30国 )

・ス トリー トダンス (30日)
・模擬店その他

母

硬

摯

，
の

強

郷

身

せ

等

園怒黛軽簿

今年度中に同
窓会名簿を作成
する予定です。
会員の皆様あて
に住所、その他
につしヽて照会を
することになり
ますのでこ協力
をお願しヽします。

エコランカー (卒業製作)


